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小胞性モノアミントランスポーターを指標にした化学受容細胞分類の試み

Classification of arterial chemoreceptor cells using immunoreactivity of 
vesicular monoamine transporter
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小胞性モノアミントランスポーター（Vesicular 
Monoamine Transporter：VMAT）は、小胞性
神経伝達物質輸送体タンパク質の1つであり、モ
ノアミン神経終末にあるシナプス小胞などに存在
する。合成されたモノアミンを開口放出するため
に小胞内に輸送および貯蔵することに関与してい
ると考えられている。哺乳動物では、VMATは
サブタイプである VMAT1と VMAT2に分類さ
れるトランスポーターファミリーの1つである。

これまでの報告から、ラット頸動脈小体の化学
受容細胞は、ドーパミンを分泌するチロシン水酸
化酵素（TH）陽性細胞とノルアドレナリンを分
泌するドーパミンβ水酸化酵素（DBH）陽性細
胞の2種類が存在することが明らかとなっている
が、本研究課題では、上記2種類の小胞性モノア
ミントランスポーター（VMAT1、VMAT2）を
指標に、化学受容細胞に更なる詳細な分類を試み
た。

材料にはWistarラットの頸動脈小体を4％パラ
ホルムアルデヒドで固定した試料を用い、抗チロ
シン水酸化酵素（TH）抗体、抗ドーパミンβ水
酸化酵素（DBH）抗体、抗 VMAT1抗体および
抗 VMAT2抗体を用いて間接蛍光抗体法を行っ

た。さらに、二重蛍光抗体法も行った。実験に先
立ち、 摘出したラット頚動脈小体試料を対象に
RT-PCRによりmRNAの発現を調べた。

ラット頚動脈小体では、VMAT1およびVMAT2
ともにmRNAの発現が認められた（図1）。VMAT1
およびVMAT2免疫陽性反応は頚動脈小体内の化
学受容細胞に認められた。VMAT2はvaricosity

（軸索瘤）を持つ神経線維にも陽性反応を示した。
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図１.　�ラット頚動脈小体の RT-PCR. VMAT1 および
VMAT2にmRNA発現が認められる
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多くの化学受容細胞はVMAT1あるいはVMAT2
のいずれかの抗体に対してのみ陽性反応を示した
が、両抗体に陽性反応を示す化学受容細胞も混在
していた。さらに、多くの VMAT1陽性細胞は
TH陽性を、VMAT2陽性細胞は DNH陽性を示
した。

これらの結果から、ラット頚動脈小体化学受容
細胞において、VMAT1 はドーパミン分泌に、
VMAT2はノルアドレナリン分泌に関与する可能
性が示唆された。VMAT1およびVMAT2の機能
的役割のメカニズムに関しては、今後さらなる詳
細な検討を行う必要がある。
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図２.　�ラット頚動脈におけるVMAT1（A）およびVMAT2（B）の二重蛍光像（A+B）。頚動脈小体内の化学受容細胞に
VMAT1およびVMAT2陽性反応が認められる。VMAT1陽性細胞（矢印）とVMAT2陽性細胞（矢頭）は異なる
化学受容細胞を標識することが多く、VMAT2陽性反応は多数のvaricositiesを持つ神経線維にも認められる。


